
長野県大町市

＜地域資源を活用した商品製造を行っている事例＞
長野県大町市「常盤産業導入地区」

○ 大町市の「常盤産業導入地区」では、立地する清涼飲料製造企業が地域資源である豊富な水を活用した飲
料水（ミネラルウォーター）を製造している。

○ 企業は工場見学を実施し、水源涵養の大切さを伝えることで、自然豊かな大町市をPRしており、観光客や
市への移住者は増加傾向にある。

企業の立地状況

【地域資源を活用した事例】

企業は飲料水（ミネラルウォーター）の製造を行うとともに、工場見学

「未来へつづくものがたりツアー」を実施し、水源涵養の大切さを伝え、

地域の自然（森林、山）の豊かさをPRする取組を行っている。

［常盤産業導入地区の状況］

（１）地区名：常盤産業導入地区

（２）策 定 年 度：平成30年度

（３）計画策定主体：大町市

（４）施設用地面積：40ha

（５）操業企業数：１社

大町市実施計画の概要

位 置 図

出典：国土地理院ＨＰ

大町市の農業概要

大町市は冷涼な気候と北アルプスから

流れ出る豊富な水資源に恵まれ、米、そ

ば、リンゴなどを中心に栽培されている。

担い手への農地利用集積を進めた結

果、１農業経営体あたりの経営面積は

増加傾向にある一方で、小規模経営体

の離農が進んでおり、農業後継者の確

保が課題となっている。

［地域資源を活用した製品］

従業員数
(人)

操業
年度

立地面積
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業種名

57人(R5.3末現在)2021年度４０ha清涼飲料製造業

【特記事項】

近隣には自然環境を体験できる国営アルプスあづみの公園大町松

川地区があり、工場見学を通じて地域をPRする工場との相乗効果に

より、地域の活性化に寄与している。


